
発
行
元 

天
見
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

会
長 

原
五
郎 

編
集
協
力 

河
内
長
野
市
役
所
（
自
治
協
働
課
） 

電
話
０
７
２
１
‐
５
３
‐
１
１
１
１ 

                   

平
成
２７
年
２
月
の
設
立
か
ら
、
住
民
が
力

を
合
わ
せ
て
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
る
「
天
見
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
。 

こ
の
た
び
、
当
会
で
は
、
市
の
市
民
公
益

活
動
支
援
補
助
金
（
約
５０
万
円
）
を
獲
得
し
、

地
域
の
象
徴
的
な
景
観
と
な
る
天
見
駅
前
と

千
早
口
駅
前
に
観
光
案
内
板
を
整
備
し
た
。 

こ
の
案
内
板
は
、
住
民
有
志
が
イ
ラ
ス
ト

を
描
き
、
天
見
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
思
い

思
い
に
色
を
付
け
、
さ
ら
に
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
倶
楽
部
が
英
語
翻
訳
で
協
力
し
た
。 

 

                   

内
容
は
、
当
会
が
発
行
し
て
い
る
「
天
見

マ
ッ
プ
」
を
活
か
し
つ
つ
、
知
ら
れ
ざ
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
写
真
で
紹
介
。
デ
ザ
イ
ン
を

ガ
ラ
リ
と
一
新
し
た
こ
と
で
、
両
駅
前
の
雰

囲
気
を
パ
ッ
と
明
る
く
し
た
よ
う
だ
。 

特
に
、
天
見
駅
で
は
、
南
天
苑
に
宿
泊
す

る
外
国
人
観
光
客
が
数
多
く
乗
降
し
て
い
る

た
め
、
地
域
内
で
の
観
光
客
の
回
遊
性
を
高

め
る
効
果
も
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
千
早
口

駅
前
に
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
付
き
の

看
板
も
設
置
し
、
住
民
向
け
の
情
報
発
信
に 

                   も
か
な
り
役
立
ち
そ
う
。 

 

原
会
長
は
、
「
案
内
板
と
ラ
ッ 

ク
は
み
ん
な
の
も
の
。
今
後
は
、 

ラ
ッ
ク
が
空
に
な
ら
な
い
よ
う
、 

チ
ラ
シ
な
ど
を
自
主
的
に
入
れ 

て
、
助
け
合
お
う
」
と
の
こ
と
。 

今
後
は
、
住
民
み
ん
な
で
協 

力
し
て
、
観
光
案
内
板
と
ラ
ッ 

ク
を
見
守
り
、
活
用
し
て
い
き 

た
い
も
の
で
あ
る
。 

 

    

                          

観
光
客
も
住
民
も
「
み
ん
な
の
天
見
マ
ッ
プ
」 

平成２９年５月発行 天見地域まちづくり新聞「あまみの風」第６号 

看
板
面
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。 



   

平
成
２９
年
４
月
２３
日
（
日
）、
天
見
地
区

福
祉
委
員
会
（
西
尾
猛
委
員
長
）
が
主
催
す

る
「
桜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

当
日
は
、
雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
の
下
、
老

若
男
女
２
０
０
人
以
上
が
集
ま
り
、
手
打
ち

そ
ば
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
旧
交
を
温
め
る
な
ど
、

思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し
た
。 

参
加
者
の
一
人
は
、「
日
頃
あ
ま
り
顔
を
合

わ
さ
な
い
友
人
と
も
会
え
た
の
で
、
朝
は
行

こ
う
か
ど
う
か
迷
っ
た
が
、
思
い
切
っ
て
参

加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
語
っ
て
い
た
。 

 

               

   

ま
た
、
天
見
小
学
校
の
坂
本
校
長
先
生
が

様
子
も
参
加
さ
れ
、
６
月
の
土
曜
参
観
日
の

特
別
公
演
（
左
記
）
へ
の
お
誘
い
が
あ
っ
た
。 

  

天
見
小
学
校
「
音
楽
体
感
」 

日
時 

平
成
２９
年
６
月
１０
日
（
土
） 

午
後
２
時
～
３
時
ま
で 

場
所 

天
見
小
学
校 

体
育
館 

内
容 

大
阪
府
警
音
楽
隊
の
公
演 

申
込 

前
日
ま
で
に
小
学
校
へ 

電
話 
０
７
２
１
・
６
８
・
８
０
０
４ 

               

                              

   

清
水
地
区
に
は
、
棚
田
風
景
で
有
名
な
惣

代
（
そ
し
ろ
）
と
い
う
集
落
が
あ
る
。
南
青

葉
台
の
東
側
に
位
置
し
、
美
加
の
台
駅
か
ら

歩
い
て
２０
分
以
上
は
か
か
り
、
周
囲
を
山
に

囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
外
部
か
ら
は
分
か
り

に
く
く
、「
隠
れ
里
」
と
も
呼
ば
れ
る
。 

惣
代
を
囲
む
山
の
一
部
は
、
石
仏
城
跡
と

呼
ば
れ
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
元
弘
３
年
（
１

３
３
３
年
）
に
、
楠
木
正
成
が
築
城
し
た
支

城
の
一
つ
で
、
天
見
合
戦
の
際
に
兵
を
伏
せ

た
と
い
う
伝
承
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細

は
わ
か
っ
て
い
な
い
。 

眼
下
に
は
天
見
川
が
流
れ
、
川
に
沿
う
形

で
高
野
街
道
が
走
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交

通
の
要
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

江
戸
時
代
（
天
保
８
年
）
の
「
河
州
錦
部
郡

絵
図
」
に
は
「
石
仏
古
城
」
と
書
か
れ
て
い

る
。 

    

新
聞
の
編
集
に
協
力
を 

記
事
を
書
け
る
人
、
カ
メ
ラ
で
撮
影
で
き
る

人
な
ど
。
経
験
不
問
。
詳
細
は
メ
ー
ル
で 

terum
ici0822@

gm
ail.co

m
 


